
 

 

第 30 回 Chiba Society Of Perfusion Technique 開催 
 

 

 

日時：2024 年 2 月 10 日（土）10:30～17:00 

 

場所：千葉市文化センター（現地開催） 

 

 

 

テーマ 

「知育共有～create a connection～」 
 

 

 

 

 

 

テーマ：「知育共有～create a connection～」について 

 
現在、働き方改革＆タスクシフトなど、仕事の向き合い方に変化が起きて

います。それに伴い、TAVI・TEVAR・EVAR など外科＆内科のハイブリッ

ド治療が多く出てきている中、いかにして体外循環技術の向上＆質の維持を

していくかが課題だと考えています。 

30 回目の節目の今回、多くの施設からの参加を考えました。内容は、補助

循環、若手セッション、大血管・MICS、各施設の体制・症例共有・教育など

の討論としました。 

テーマのサブタイトルの create a connection とは、縁を結ぶと言う意味で

す。本会を通じ縁を紡ぐ事で、参加者の方々のコニュニティーが広がり、今

後の業務を円滑に行える糧になれば幸いです。 

 

  



プログラム 

 

開催挨拶：鈴木智和（新東京病院） 

（10:30～10:35） 

 

第一部 症例検討～補助循環（MCS の使用＆併用） 

（10:35～11:35/休憩/11:45～12:15） 

発表時間は各演者 12 分、質疑応答 3 分 

 

座長 五十嵐利博（東京女子医科大学附属八千代医療センター） 

村上望（千葉メディカルセンター） 

 

 

演者①：「Impella の位置不良により緊急離脱をした症例」 

海津達也（東京慈恵医大学付属 柏病院） 

 

演者②：「ヘパリン起因性血小板減少症（HIT）疑い患者に対して 

VA-ECMO 管理を行った 1 例」 

滝口啓太（柏厚生総合病院） 

 

演者③：「当院で経験した ECMO Conversion」 

林佑樹（松戸市立総合医療センター） 

 

演者④：「ECMO 稼働後、循環停止となったトラブル 2 例」 

田島秀明（君津中央病院） 

 

休憩＆企業 CM 

 

演者⑤：「V-AV ECMO を併用した Impella5.5 の使用経験」 

松澤圭吾（東京女子医科大学附属八千代医療センター） 

 

演者⑥：「Impella5.5 を用いた high risk 心臓手術 

～低心機能透析患者への使用経験～」 

鈴木智和（新東京病院） 

 

休憩＆企業 CM 

 

 



第二部 ランチセッション 

若手技士セッション（病院紹介＆症例報告） 

（12:30～13:20） 

発表時間は各演者 10 分 

 

座長 山崎隆文（亀田総合病院）  

 

 

 

演者①：「体外循環中に人工肺交換を要した 1 例」 

長谷川瑞帆（日本医科大学千葉北総病院） 

 

演者②：「当院の施設紹介と安全管理」 

杉森勇斗（千葉メディカルセンター） 

 

演者③：「持続血液冠還流を行い、心駆動下で僧帽弁輪形成術を 

行った 1 症例」 

幸坂神次（東邦大学医療センター佐倉病院） 

 

演者④：「当院の ECMO での取り組みについて」 

森崎堯文（千葉県総合救急災害医療センター） 

 

 

 

休憩＆企業 CM 

 

  



第三部 症例検討～大血管＆MICS 

（13:30～14:30/休憩/14:40～15:10） 

発表時間は各演者 12 分、質疑応答 3 分 

 

座長         山内尚也（千葉西総合病院） 

初鹿野夏気（東京ベイ浦安市川医療センター）  

 

大血管 

 

演者①：「大血管手術と NO 療法について」 

千本松希（総合病院国保旭中央病院） 

 

演者②：「全弓部大動脈置換術における体外循環」 

八馬拓也（国際医療福祉大学成田病院） 

 

演者③：「開頭減圧術後のスタンフォード A 型大動脈解離に対する 

体外循環の経験」 

皆川和輝（新松戸中央病院） 

 

演者④：「大動脈解離の malperfusion 症例」 

松林卓朗（おおたかの森病院） 

 

 

休憩＆企業 CM 

 

MICS 

 

演者⑤：「長時間におよぶ晶質性心筋保護投与後の 

心機能低下症例」 

福田なつ美（東京ベイ浦安市川医療センター） 

 

演者⑥：「MICS の過渡期を考える～手術支援ロボット daVinci の 

使用経験を踏まえて～」 

須藤正彦（千葉西総合病院） 

 

 

休憩＆企業 CM （15:10～15:20） 

 



 

第四部 各施設の教育・体制 

 

演題「各施設での体制・ステップアップ・教育方法」 

発表時間 各演者 12 分 

（15:20～16:20） 

座長 山城翼（国際医療福祉大学） 

鈴木智和（新東京病院） 

 

演者①：「当院の教育方法と課題について」 

菱沼浩孝（東京歯科大学市川総合病院） 

 

演者②：「当院での教育体制」 

三髙裕之（千葉大学病院） 

  

演者③：「人工心肺の臨床初期教育について 

～現在までに実践した事～」  

石津弘樹（亀田総合病院） 

 

演者④：「当院における勤務体制、教育体制の現状と課題」 

鈴木裕太（新東京病院） 

 

 

総合討論 

（16:20～16:50） 

 

 

 

閉会挨拶及び事務局より連絡 

（16:50～17:00） 

 

 

  



 

－ 記 － 

 

１，日 時 ： 2024 年 2 月 10 日（土曜日） 

           １０：３０〜１７：００ 

２．会 場 ： 千葉市文化センター（現地開催のみ） 

           ５階（セミナー室：メイン会場） 

           ５階（市民サロン：展示会場） 

３．参加費 ： 3,000 円（弁当含む） 
 

フードロスの観点より、下記 HP より事前申し込みの方のみお弁当を準備させて頂きます。 

 

URL：https://coptinfo.wixsite.com/copt 

 

申込先：

https://eventpay.jp/event_info/?shop_code=8349102802933613&EventCode=7317894281&admin_pre

view=1 

 

 

※会終了後、懇親会も予定しております。別途案内の方させていただきますのでよろしくお願いいたし

ます。 

メールアドレス：tesura@yahoo.co.jp 

※ 問い合わせは上記アドレスまでメールでお願い致します。 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

  

https://coptinfo.wixsite.com/copt
https://eventpay.jp/event_info/?shop_code=8349102802933613&EventCode=7317894281&admin_preview=1
https://eventpay.jp/event_info/?shop_code=8349102802933613&EventCode=7317894281&admin_preview=1


 

 

 
 

 



 

 

 
 

 



 

 

協賛企業一覧（順不同） 

 

 

 

 

・ｴﾄﾞﾜｰｽﾞﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ株式会社 

・テルモ株式会社 

・泉工医科工業株式会社 

・リヴァノヴァ株式会社 

・テクノウッド株式会社 

・株式会社 JMS 

・平和物産株式会社 

・マック株式会社 

・マリンクロットファーマ株式会社 

・株式会社ハートライフ 

・マテリクス株式会社 

・日本 ABIOMED 株式会社 

・IMI 株式会社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Chiba society of perfusion technique 
 


